






















A Theoretical Approach to Inter-Firm Relations
Reported on White Paper on Small and Medium Enterprises in Japan 
Masao TOYAMA*,  Kosuke KIRYU*,  Yusuke HASEGAWA*,
Mamoru IWABUCHI*,  Takashi YAMAUCHI*

















































































































































































































































































































































































“The Nature of the Firm”, Economica, 4（16）, 1937.（宮沢健一・後藤晃・藤垣芳文訳「企業の
本質」『企業・市場・法』東洋経済新報社、1992年。）Williamson,O. E., Markets and Hierarchies :




15 限定された合理性については、次も参照。Simon, H. A., Administrative Behavior : A Study of
Decision-Making Processes in Administrative Organization, 2nd ed., The Macmillan Company, 1957.
（松田武彦・高柳暁・二村敏子訳『経営行動』ダイヤモンド社、1965年。）
16 Williamson, O. E. and Ouchi, W. G.,“The Markets and Hierarchies Program of Research : Origins,
Implications, Prospects”, in Van de Ven, A. H. and Joyce, W. F.（eds.）, Perspectives on Organization
Design and Behavior, John Wiley and Sons, 1981, p.351.
17 宮本、前掲、25－26頁。
18 本節は、浅沼萬里「日本におけるメーカーとサプライヤーとの関係―関係の諸類型とサプラ
中小企業白書における企業間関係に対する一つの理論的接近
-57-
イヤーの発展を促すメカニズム―」土屋守章・三輪芳朗編『日本の中小企業』東京大学出版
会、1989年、61－78頁、に特に依存している。
19 同上、65頁。
20 同上、74－75頁。
21 中小企業庁、前掲、194－195頁。（なお、資料は、中小企業庁「中小企業連携活動実態調査」
（2002年11月）によっている。）
22 試みの一例として、次を参照。遠山正朗「人的資源の観点から見る組織の経済理論―方法論
的個人主義に基づく組織の経済理論の応用―」日本経営診断学会編『コミュニティ・ビジネ
スモデルの診断―公共性・共同性を意識して―』日本経営診断学会論集４、同友館、2004年。
